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月
か
ら
、社
会
保
障
・
税
番

１０
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
記
載
さ
れ
た「
通
知
カ
ー

ド
」が　

月
中
旬
以
降
順
次
送
付

１０

さ
れ
ま
す
（
左
図
参
照
）。

　

こ
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
住

民
票
の
あ
る
住
所
に
簡
易
書
留

で
世
帯
ご
と
に
郵
送
さ
れ
、
転

送
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
住
民
票
の

住
所
が
実
際
に
住
ん
で
い
る
住

所
と
異
な
る
場
合
は
、
受
け
取

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
引
越
し
等

を
さ
れ
て
、
住
民
票
の
異
動
届

を
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お

早
め
に
市
民
課
（
市
役
所
１
階
）

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
通
知
カ
ー
ド
に
関
す
る
問
合

せ　

市
民
課
・
内
線
１
０
１
６

ま
で
。

【
D
V
被
害
等
に
よ
り
、
や
む

を
得
な
い
理
由
で
住
民
票
の
手

続
き
が
で
き
ず
市
内
に
お
住
ま

い
の
方
や
病
院
・
施
設
に
入

院
・
入
所
中
の
方
へ
】

　

「
居
所
情
報
登
録
申
請
書
」

を
住
民
票
の
あ
る
住
所
地
の
市

区
町
村
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
が
認
め
ら

れ
た
方
に
は
、
居
所
情
報
と
し

て
登
録
さ
れ
た
居
所
に
「
通
知

カ
ー
ド
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、「
居
所
情
報
登
録
申
請

書
」
は
、
市
民
課
で
配
付
し
て

い
ま
す（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら 
も 
ダ 
ウ 
ン 
ロ 
ー
ド 
で
き
ま
す 
） 。

▽
対
象

�
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災

者
で
、
住
民
票
の
住
所
以
外
の

住
ま
い
（
居
所
）
に
避
難
し
て

い
る
方

�
D
V
・
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
・

社会保障・税番号制度 
（マイナンバー制度）が始まります 
10月中旬以降順次、通知カードが簡易書留で世帯ごとに郵送されます ▲通知カードのイメージ 

児
童
虐
待
等
の
被
害
者

で
、
住
民
票
の
住
所
以

外
に
お
住
ま
い
の
方

�
ひ
と
り
暮
ら
し
で
、

長
期
間
、
医
療
機
関
・

施
設
に
入
院
・
入
所
さ

れ
て
い
る
方

▽
申
請
方
法
・
期
間　

住
民
票
の
あ
る
市
区
町

村
に
、
９
月　

日
貊
ま

２５

で
に
持
参
ま
た
は
郵
送

（
必
着
）
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
居
所
情
報
登
録
申
請

に
関
す
る
問
合
せ

�
住
民
票
が
市
内
に
あ

る
方

：

市
民
課
・
内
線

１
０
１
６
ま
で
。

�
そ
れ
以
外
の
方

：

住

民
票
の
あ
る
市
区
町
村

の
「
通
知
カ
ー
ド
担
当

課
」
へ
。

通知カード発送の流れ 

10月初旬 

送付先情報送信 

10月中旬～ 

カード製造・納品 

10月中旬～11月末（予定） 

簡易書留で配達（※2） 

市区 
町村 

J-LIS 
 （※1） 

郵便局 住民 

※１　J-LIS（地方公共団体情報システム機構）とは、地方公共団体情報システム
　　　機構法に基づく、都道府県・市町村が共同して運営する公的な組織です。全
　　　市町村がJ-LISに、通知カード・個人番号カードの製造等を委任しています。 　 
※２　市町村の規模により郵便局への納品時期が異なるため、お手元に届く時期は
　　　市町村ごとに異なります。また、市内においても地域によって届く時期が異
　　　なる場合があります。 

マイナンバーは次のような場面で使います。 

毎年6月の児童手当の現況届の際に 
市区町村にマイナンバーを提示します 

厚生年金の裁定請求の際に年金事務 
所にマイナンバーを提示します 

証券会社や保険会社等にマイナンバー 
を提示し、法定調書等に記載します 

勤務先にマイナンバーを提示し、 
　　　　源泉徴収票等に記載します 

市区町村 

金融機関 顧客のマイナンバーを 
法定調書等に記載して 
税務署などに提出します 

従業員やその扶養家族のマイナン 
バーを源泉徴収票等に記載して 
税務署や市区町村に提出します 

勤務先 

年金事務所 

※手続きの種類により開始時期が異なりますのでご注意ください。 

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は

　

日
本
国
内
の
全
住
民
に
通
知
さ
れ

る
一
人
ひ
と
り
異
な
る　

桁
の
番
号

１２

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
利
用
し
て
、 

国
・
市
等
の
行
政
機
関
が
別
々
に
管

理
す
る
個
人
の
情
報
を
、
同
じ
人
の

情
報
で
あ
る
と
確
認
す
る
た
め
の
仕

組
み
で
す
。
行
政
機
関
同
士
の
円
滑

な
情
報
連
携
が
可
能
と
な
り
、「
公
平

・
公
正
な
社
会
の
実
現
」、「
国
民
の

利
便
性
の
向
上
」、「
行
政
の
効
率
化
」

を
も
た
ら
し
ま
す
。

▽
制
度
に
関
す
る
問
合
せ

�
国
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
�
０
５
７

０
―　

―
０
１
７
８
（
外
国
語
対

２０

応

：

０
５
７
０
―　

―
０
２
９
１
）

２０

へ
。

※
午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

30

30

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は

除
く
。 
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
）

�
企
画
課
・
内
線
１
４
２
１
ま
で
。

9
月
 20
 日
 （日）
 ま
で
 

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
で
き
ま
す

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

　
　

月
１
日
を
調
査
期
日
と

１０
す
る
「
平
成　

年
国
勢
調
査
」

２７

が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
９
月　
２０

日
豸
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
回
答
を
先
行
し
て
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の

操
作
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
の
う
え
、

世
帯
全
員
の
状
況
な
ど
を
ご
回

答
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
回
答
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
回
答

い
た
だ
い
た
世
帯
に
は
、
回
答

後
、
調
査
員
の
訪
問
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

９
月　

日
豸
ま
で
に
イ
ン
タ

２０

ー
ネ
ッ
ト
で
ご
回
答
い
た
だ
け

な
か
っ
た
方
へ
、
９
月　

日
貉

３０

ま
で
に
調
査
員
が
紙
の
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。
調
査
票
に
ご

記
入
い
た
だ
き
、　

月
１
日
貅

１０

〜
７
日
貉
の
間
に
、
調
査
員
に

提
出
す
る
か
、
郵
送
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
調
査
員
を
は
じ
め
と

す
る
国
勢
調
査
に
従
事
す
る
者

　

に
は
、統
計
法
に
よ
っ
て
、

　

厳
格
な
守
秘
義
務
が
課
せ

　

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安

　

心
し
て
調
査
に
ご
協
力
く

　

だ
さ
い
。
ま
た
、
調
査
員

　

は
調
査
員
証
と
腕
章
を
携

　

帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

　

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課

　

・
内
線
１
３
１
２
ま
で
。

　
　

月
３
日
貍
は
、
社
会
保

１０
障
・
税
番
号
制
度
開
始
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
作
業
を
行
う
た

め
、
市
役
所
本
庁
舎
の
土
曜
窓

口
を
臨
時
閉
庁
し
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
役
所
本
庁
舎
の
土

曜
開
庁
は
、
毎
週
土
曜
日
の
午

前
８
時　

分
〜
正
午
（
祝
日
及

３０

び　

月　

日
〜
翌
年
１
月
３
日

１２

２９

は
除
く
）、
市
民
課
、
保
険
年
金

課
、
課
税
課
、
納
税
課
、
子
育

て
支
援
課
、
保
育
課
の
窓
口
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

取
扱
い
業
務
に
つ
い
て
は
、

平
日
に
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
４
ま
で
。

10
 月
3
日
の
 

土
曜
窓
口
は
お
休
み

わたしたちは　 性別による差別
をなくし　 自らの意思で社 会 の
あらゆる分野に参画できる　魅
力あるまちをつくります

〔東大和市男女共同参画　
　　　　　都市宣言（抄）〕

�������������������������������������������������������������������������
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市
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
利

用
し
、
有
料
の
不
燃
ご
み
を
減

量
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
ボ

ッ
ク
ス
の
利
用

　

小
型
家
電
か
ら
有
用
な
金
属

を
取
り
出
し
、
再
資
源
化
し
ま

す
。

▽
回
収
品
目　

回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
投
入
口
（　

セ
ン
チ
メ
ー
ト

２５

ル
×　

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に

１０

入
る
大
き
さ
の
使
用
済
み
小
型

家
電

例

：

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
、
電
子
辞
書
、
メ
モ

リ
ー
カ
ー
ド
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

を
含
む
）、Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
等

付
属
品
類

※
詳
し
く
は
、
ご
み
分
別
ガ
イ

ド　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１６
※
個
人
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ
は

消
去
し
、
電
池
は
取
り
外
し
て

く
だ
さ
い
。
事
業
で
使
用
し
た

物
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

▽
回
収
場
所　

市
役
所
１
階
北

側
入
口
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
中

央
・
蔵
敷
・
狭
山
公
民
館

◎
民
間
事
業
者
に
よ
る
宅
配
便

回
収
の
利
用
〜
使
用
済
み
小
型

家
電
〜

　

パ
ソ
コ
ン
本
体
を
含
む
場
合

に
、
費
用
が
無
料
に
な
る
実
証

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。

▽
回
収
品
目　

家
庭
で
使
用
し

た
小
型
家
電
（
パ
ソ
コ
ン
、
携

帯
電
話
ほ
か　

品
目
以
上
）

４００

▽
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　
　

月
１０

　

日
豸
ま
で

１８※
パ
ソ
コ
ン
本
体
を
含
ま
な
い

場
合
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
終

了
後
は
、　

円
（
税
込
み
）
の

９５０

費
用
が
か
か
り
ま
す
。

▽
申
込
み　

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ

ン
㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
w
w
.renet.jp

）
へ
。

◎
不
用
食
器
の
回
収
と
無
料
配

布
の
利
用

　

不
用
に
な
っ
た
食
器
を
回
収

し
、
お
使
い
い
た
だ
け
る
方
に

無
料
で
お
譲
り
す
る
リ
ユ
ー
ス

事
業
で
す
。

▽
実
施
日
時　

毎
週
木
曜
日
午

前　

時
〜
午
後
３
時

１０
※
回
収
は
午
後
２
時　

分
ま
で
。

３０

▽
場
所　

中
央
公
民
館
入
口

▽
回
収
品
目　

ガ
ラ
ス
製
・
陶

磁
器
製
の
食
器

※
割
れ
て
い
る
も
の
、
欠
け
て

い
る
も
の
も
回
収
し
ま
す
。
き

れ
い
に
洗
っ
て
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
を
募

集
し
ま
す

　

快
適
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
廃
棄
物
の

減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に

つ
い
て
、
市
と
地
域
を
つ
な
ぐ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

ご
み
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
地
域
で
積
極
的
に
取
り
組

�

　

市
で
は
、
第
二
次
環
境
基
本

計
画
（
計
画
期
間

：

平
成　

年
２９

度
〜　

年
度
）
づ
く
り
に
反
映

３８

さ
せ
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
環
境
へ
の
取
り
組
み
や
今
後

の
市
の
環
境
政
策
に
期
待
す
る

こ
と
な
ど
を
お
聞
き
す
る
市
民

意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
票
が
届
い
た
方
は
、
調

査
回
答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
対
象　

９
月
１
日
現
在
、
市

内
在
住
で　

歳
以
上
の
方
の
う

１８

ち
無
作
為
に
抽
出
し
た
一
、
八

〇
〇
人

▽
回
答
方
法　

調
査
票
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、　

月
９
日
貊

１０

ま
で
に
同
封
の
返
信
封
筒
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
（
当
日
消
印

有
効
）。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
２
ま
で
。

ご
み
の
減
量
に
 

　
 ご
協
力
く
だ
さ
い
 

ご
み
の
減
量
に
 

　
 ご
協
力
く
だ
さ
い
 

ん
で
い
た
だ
け
る
方
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
任
期　
　

月
１
日
〜
平
成　

１１

２９

年　

月　

日
の
２
年
間

１０

３１

▽
募
集
人
数　
　

人
程
度

１０

▽
申
込
方
法　
　

月
２
日
貊
ま

１０

で
に
ご
み
対
策
課
（
市
役
所
３

階
）
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
ご
み
排
出
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配

布
し
て
い
ま
す

　

平
成　

年　

月
〜
平
成　

年

２７

１０

２８

９
月
の
「
ご
み
排
出
カ
レ
ン
ダ

ー
」
を
、
全
戸
に
配
布
し
て
い

ま
す
。
９
月
下
旬
ま
で
に
届
い

て
い
な
い
場
合
や
、
地
区
が
異

な
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
集
団
回
収
を
実
施

し
て
い
る
地
域
は
、
ご
み
排
出

カ
レ
ン
ダ
ー
と
収
集
日
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す

　

ご
み
や
資
源
物
は
、
種
類
や

量
・
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
適
正
な
排
出
方
法
が
あ
り

ま
す
。
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
が
守

ら
れ
ず
に
排
出
さ
れ
る
不
法
投

棄
を
防
止
す
る
た
め
、
不
法
投

棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
悪
質
な
不
法
投
棄

が
行
わ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
そ

の
恐
れ
が
あ
る
場
所
に
は
、
看

板
を
設
置
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
重

点
地
区
と
し
て
定
期
的
な
巡
回

に
努
め
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄

は
、
適
正
な
廃
棄
物
処
理
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
逆
行
す
る

も
の
で
す
。 
廃
棄
物
を
排
出
す
る

際
は
、
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
及
び

ご
み
排
出
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認

し
、 
適
切
に
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
】

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
、
法

律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
（
５

年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
一
、

〇
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま

た
は
こ
の
両
方
）。

■
祝
日
の
ご
み
収
集
日

　

９
月　

日
豺
・　

日
貂
・　

２１

２２

２３

日
貉
の
ご
み
収
集
は
、
ご
み
排

出
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り
で
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
ご
み

対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

第二次環境基本計画 

策定のため 

 
市民意識調査に 

ご協力ください 

市嘱託員を募集します 
下表のとおり、嘱託員を募集します。詳細は、募集要項をご覧ください。 
募集要項等は、市のホームページからダウンロードすることができます。 
お問合せは、職員課（市役所3階）・内線1332まで。 

市長と語ろう会（タウンミーティング）　
平和事業について　

　市民の皆さんと市長が直接語り合う「市長と語ろう会」（タウンミー
ティング）を実施します。今回のテーマは「平和事業について」です。
市では、戦後 70年の節目の年である平成 27年、様々な平和事業に取り
組みました。平和事業について、市長と語り合ってみませんか。事前申
込みは不要です。

　
※手話通訳を希望する方は、9月 24日貅までに、企画課へファクス
 （042-563-5932）でお申し込みください。受信確認のファクスを返信
　するため、申込みに際しては、連絡先のファクス番号をご記入ください。
　�問合せ　企画課・内線 1425 まで。
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場所日時
市役所会議棟
第  1 ・  2  会議室

10月 3 日貍
午後 2 時～ 3 時30分第 1 回

中央公民館
視聴覚室

10月 6 日貂
午後 7 時～ 8 時30分第 2 回

共通事項
委嘱期間

※市の規定による
更新有り。

報酬勤務内容勤務時間採用予定
人員応募要件職種

�募集要項の配布　10月 1日貅までの午前 8時
30分～午後 5時の間、職員課（市役所 3階）で
配布します。土・日曜日、祝日は除く。

�選考日時・内容
�保育士、介護認定調査員、図書館業務員：
 10 月 3 日貍 午前 11時から論文試験及び面接
試験
�事務専門員：一次試験は、10月 3日貍 午前
11時から論文試験、事務適性検査。二次試験
は 10月 16日貊 の午前を予定しています。

�応募受付　9月 30日貉 、10月 1日貅の午前
8時 30分～午後 5時の間、職員課で受け付け
ます。
※応募の際は、原則として本人がお越しくだ
さい。代理による提出を希望の場合は、事前
にお問い合わせください。
　
�提出書類　当市規定の履歴書、受験票、資
格証等の写し

�平成 27年 11月 1日
から 1年間（2人）
�平成 27年 12月 1日
から 1年間（1人）

時給　
1,270円

一般事務月～土曜日のうち週 30時間
※祝日、年末年始は除く。3人

パソコン操作（文書作成、
表計算）のできる方事 務 専 門 員

平 成 27 年 11 月 1 日 から
  1 年間

時給　
1,470円

やまとあけぼの学
園での障害児の療
育業務

月～金曜日の週 5日で、午前
9 時～午後 4 時の週 30時間
※祝日、年末年始は除く。

1人保育士の資格を有する方保 育 士

平 成 27 年 11 月 1 日 から
  1 年間

時給　
1,680円

被保険者を訪問
し、要介護認定等
に必要な調査を行
い、その結果を提
出します。

原則、月～金曜日のうち週 4
日で、午前 8 時 30分～午後
5 時の週 30時間
※年末年始は除く。

1人

次のいずれかに該当する方
�介護支援専門員の資格を
有する方
�保健師、看護師、理学療
法士、作業療法士、社会福
祉士、介護福祉士のいずれ
かの資格を有し、これらの
資格を取得後、その資格を
生かした実務経験が 3 年以
上ある方

介護認定調査員

平 成 27 年 11 月 1 日 から
  1 年間

時給　
1,470円

カウンター業務、
資料整理

午前 8 時 45分～午後 5 時 15
分の 1 日 7.5 時間で、週 30
時間（週 4日）
※勤務日・場所は土・日曜日
を含み、管理者が指定しま
す。
※年末年始は除く。

1人司書の資格を有する方図書館業務員

不
燃
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル 

ミュージックチャイムの放送時間を変更します 10月１日か ら翌年 3 月末日までの間、「夕やけこやけ」のチャイムは
午後 4 時 30分に放送します／問合せ　秘書広報課・内線1411まで
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■
男
女
共
同
参
画
キ
ー
ワ
ー
ド

〜
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
〜

　

普
段
の
何
気
な
い
行
動
や
言

葉
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
嫌
が
ら

せ
）
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

以
下
は
、
職
場
で
起
こ
り
や

す
い
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
す
。

�
パ
ワ
ハ
ラ
（
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
）
職
場
の
優
位
な
立
場

を
利
用
し
て
行
う
、
精
神
的
・

肉
体
的
な
嫌
が
ら
せ
。

�
セ
ク
ハ
ラ
（
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
）
不
快
な
行
動
・

言
動
に
よ
る
性
的
な
嫌
が
ら
せ
。

�
マ
タ
ハ
ラ
（
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
）
妊
婦
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
、
退
職
を
迫
る
こ

と
や
、
仕
事
を
与
え
な
か
っ
た

り
、
無
理
な
仕
事
を
さ
せ
た
り

す
る
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
。 

�
エ
イ
ハ
ラ
（
エ
イ
ジ
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
）
年
齢
に
よ
る
差
別
や

嫌
が
ら
せ
。

■
男
女
共
同
参
画
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

男
女
で
仕
事
の
内
容
に
違
い

が
あ
る
、
昇
進
・
昇
格
に
男
女

差
別
が
あ
る
、
上
司
か
ら
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い

る
等
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、「
男
女
が
平
等
で

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
」

を
目
指
し
て
、「
男
女
共
同
参

画
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

女
性
相
談
員
が
個
別
に
相
談

に
応
じ
、
一
緒
に
解
決
方
法
を

探
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。（
事
前
予
約
制
）

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
民

生
活
課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年

４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る

新
１
年
生
を
対
象
に
、
就
学
時

健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
。９
月
下
旬
に
、

保
護
者
に
就
学
時
健

康
診
断
の
通
知
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
指

定
の
学
校
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。な
お
、

通
知
が
届
か
な
い
場

合
や
病
気
等
で
受
診

で
き
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
学
校
教
育
課

（
市
役
所
５
階
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

学
校
教

育
課
・
内
線
１
５
２

２
ま
で
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
４
月
１

28

日
か
ら
保
育
施
設
（
認
可
保
育

園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
）
の
入

所
を
希
望
す
る
方
へ
の
、
申
請

書
・
入
所
案
内
の
配
布
及
び
申

請
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

▽
入
所
申
請
が
で
き
る
方　

保

護
者
が
、
仕
事
、
病
気
等
に
よ

り
、
日
常
的
に
就
学
前
の
お
子

さ
ん
の
保
育
に
あ
た
れ
な
い
方

▽
申
請
書
・
入
所
案
内
の
配
布

平
成　

年　

月
１
日
貅
か
ら
、

27

10

保
育
課
（
市
役
所
１
階
）、子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
、
清
原
市
民
セ

ン
タ
ー
、
児
童
館
及
び
市
内
の

保
育
施
設
に
て
配
布
し
ま
す
。

▽
申
請
受
付
日
時　

平
成　
27

年　

月
１
日
貂
〜　

日
貊
午
前

12

11

８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

※
日
曜
日
、祝
日
は
除
き
ま
す
。

※
平
成　

年　

月
５
日
貍
の
受

27

12

付
時
間
は
午
前
８
時　

分
〜

30

正
午
で
す
。

▽
受
付
場
所　

保
育
課
（
市
役

所
１
階
）

※
市
外
の
保
育
施
設
に
入
所
を

希
望
す
る
場
合
で
も
、
受
付
場

所
は
東
大
和
市
と
な
り
ま
す
。

受
け
付
け
た
申
請
書
は
、
入
所

を
希
望
す
る
保
育
施
設
の
所
在

の
市
区
町
村
に
送
付
し
ま
す
の

で
、締
切
日
を
ご
確
認
の
う
え
、

余
裕
を
も
っ
て
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
各
市
区
町
村
で
受
付

期
間
は
異
な
り
ま
す
）

▽
必
要
書
類

①
施
設
型
給
付
費
・
地
域
型
保

育
給
付
費
等
支
給
認
定
兼
保
育

利
用
申
請
書

②
同
意
書
／
利
用
申
請
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト

③
保
育
が
必
要
と
確
認
で
き
る

書
類
（
勤
務
証
明
書
等
）

※
詳
し
く
は
「
保
育
施
設
入
所

案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
①
②
の
書
類
及
び
勤
務
証
明

書
、
自
営
業
就
労
状
況
申
立
書

は
、
平
成　

年　

月
１
日
貅
よ

27

10

り
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
予
定
で

す
。

▽
他
の
保
育
施
設
へ
の
転
所
に

つ
い
て　

現
在
、
保
育
施
設
に

在
所
し
て
い
る
方
で
、
平
成　
28

年
４
月
１
日
か
ら
他
の
保
育
施

設
に
転
所
を
希
望
す
る
場
合
は
、

転
所
希
望
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。

　

転
所
希
望
届
は
、
保
育
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年　

月
１
日

27

10

（
木
）
よ
り
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

で
き
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
受
付
期
間
・
時
間
・

受
付
場
所
は
、
入
所
申
請
の
場

合
と
同
じ
で
す
。

▽
現
在
待
機
中
の
方
へ　

平
成

　

年
度
に
申
請
を
し
て
、
現
在

27待
機
中
の
方
で
平
成　

年
度

28

の
保
育
施
設
入
所
・
転
所
を
希

望
す
る
場
合
は
、
再
度
申
請
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
５
ま
で
。

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
え
る
「
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
育
児

や
子
ど
も
の
発
達
な
ど
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象　

０
歳
〜
３
歳
児
と
保

護
者

▽
日
時
・
場
所
等　
　

月
６
日

１０

貂
は
さ
く
ら
が
お
か
児
童
館
、

　

月　

日
貉
は
新
堀
地
区
会
館
、

１０

１４

　

月　

日
貂
は
か
み
き
た
だ
い

１０

２０

児
童
館
、　

月　

日
貉
は
芋
窪

１０

２８

集
会
所

※
各
回
と
も
時
間
は
午
前　

時
１０

　

分
〜　

時　

分
で
す
。

３０

１１

４５

※
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
３
６
５

０４２

５６５

１
ま
で
。

�

保
育
施
設
入
所
の
ご
案
内 

小
学
校
に
入
学
す
る
方
へ

就
学
時
健
康
診
断

誰
も
が
 

　
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を

男
女
共
同
参
画

　
　

月
１
日
か
ら
、
乳
幼
児
医

１０
療
証
（ 

医
療
証
）・
義
務
教
育

就
学
児
医
療
証
（ 

医
療
証
）

が
切
り
替
わ
り
ま
す
。
該
当
す

る
方
に
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
新
し

い
医
療
証
を
郵
送
し
ま
す
。　

　
　

月
１
日
を
過
ぎ
て
も
医

１０
療
証
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
を
経
過
し
た 

・

 

医
療
証
は
、
子
育
て
支
援
課

（
市
役
所
１
階
）
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
３
ま
で
。

医療証 

医療証 
該当する方に 
　新しい医療証を 
　　お送りします 

乳 

子 

　

父
親
に
、
子
育
て
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
持

っ
て
も
ら
い
、
仕
事
も
育
児
も
両
立
し
な
が
ら
家

族
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
楽
し
ん
で
育

児
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
講
座
で
す
。
ま

た
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
、
父
親
同
士

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
場
に
も
な
り
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
、
現
在
、
乳
幼
児

を
子
育
て
中
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
出
産
を
控
え
て

い
る
父
親
、
ご
夫
婦

▽
講
座
内
容
等　

左
表
の
と
お
り

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

▽
定
員　
　

人
程
度
（
申
込
順
）

３０

▽
費
用　

無
料

▽
申
込
み　

子
育
て
支
援
課
・
内
線
１
７
６
０
ま

で
。 父

親
向
け
子
育
て
講
座
 

パ
パ
ス
ク
ー
ル

　

春
か
ら
の
講
座
の
中
で
、
東
大
和
の
魅
力
が

色
々
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
さ
ら
に
磨

く
た
め
、
同
じ
よ
う
に
ま
ち
お
こ
し
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
達
人
た
ち
に
全
国
か
ら
お
越
し
い
た

だ
き
ま
す
。

▽
講
座
内
容
等　

左
表
の
と
お
り（
見
学
会
の
み
、

昼
食
代
実
費
が
必
要
で
す
）

▽
定
員　
　

人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

４０

▽
申
込
み　

９
月　

日
貍
ま
で
に
中
央
公
民
館

１９

�　

―　

―
２
４
５
１
ま
で
。

０４２

５６４

こ
こ
が
ふ
る
さ
と
東
大
和
の
 

　
　
　
　
魅
力
発
見
・
発
信
し
隊

東
大
和
の
原
石
発
見
！
 

さ
あ
、
ま
ち
お
こ
し
の
 

　
　
　
　
　
　
達
人
か
ら
学
ぼ
う

出
張
か
る
が
も
 

　
　
　
　
ひ
ろ
ば

10
 月
の
 

連絡先実施日実施場所
042-561-232110月 27日（火）第一小学校
042-561-232211月 9 日（月）第二小学校
042-561-232311月 6 日（金）第三小学校
042-562-198211月 10日（火）第四小学校
042-562-198110月 5 日（月）第五小学校
042-562-115810月 19日（月）第六小学校
042-563-383110月 26日（月）第七小学校
042-564-128010月 30日（金）第八小学校
042-564-325111月13日（金）第九小学校
042-565-761710月 9 日（金）第十小学校
042-563-2111
内線 1522

12月 11日（金）
（予備日）市役所会議棟

時　間期　日講　師テーマ

午前 10時～　　
11時 30分　　　10月 18日（日）NPO法人ファザーリング・ジャパン

代表　安藤哲也氏
パパスクール開校記念！
父親が変われば地域が変わる

午前 10時～正午

11月 1 日（日）NPO法人ファザーリング・ジャパン
会員　田崎吉則氏

バルーンアートを作ろう！
（お子さんも参加できます）

11月 15日（日）NPO法人マドレボニータ
吉田紫磨子氏

パパこそ知っておきたい！
産後ケア（託児付）

11月 29日（日）NPO法人ファザーリング・ジャパン
理事　林田香織氏

夫婦のためのパートナーシップ
講座（託児付）

12月 13日（日）
ＮＰＯ法人 tadaima!
代表　三木智有氏

オトコ的時短家事！家事を楽
しむ３つのステップ（託児付）

午前 10時～　　
11時 30分　　　12月 26日（土）

ＮＰＯ法人 えほんうた・あそびうた
代表　西村直人氏

クリスマス　えほんうた・あそびうた
ライブ（お子さんも参加できます）

場　所時　間期　日講　師テーマ

蔵敷公民館午後 2時～ 4時

10月 8 日（木）
構想博物館
主任研究員　坂西元氏次の一歩につなげるために

10月 20日（火）
柏まちなかカレッジ
学長　山下洋輔氏

老いも若きも、みんなが集う
秘訣

10月 28日（水）NPO法人安房文化遺産フォーラム
池田恵美子氏

戦争遺跡でエコミュージアム
のまちづくり

11月 10日（火）
観光プロデューサー
茶谷幸治氏

コミュニティー・ツーリズム
って？

11月 24日（火）
東京農工大学
朝岡幸彦氏

コミュニティー・スペースを
ひらく

12月 2 日（水）
多摩川センター
代表理事　山道省三氏川を舞台にまちおこし

千葉県館山市午前 8 時～　　 
午後 6 時         11月 20日（金）NPO法人安房文化遺産フォーラム

館山まるごと博物館を体感す
る（見学会）
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�

　

９
月　

日（
祝
日
）か
ら　

日

２１

３０

貉
ま
で
、
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

９
月　

日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ

３０

ロ
を
目
指
す
日
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
ス
ロ
ー
ガ
ン　

や
さ
し
さ
が

走
る
こ
の
街　

こ
の
道
路

▽
運
動
の
基
本　

子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▽
全
国
重
点

①
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
、

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
（
特
に
、
反
射
材
用
品
等
の

着
用
の
推
進
及
び
自
転
車
前
照

灯
の
点
灯
の
徹
底
）

②
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
地
域
重
点　

二
輪
車
の
交
通

事
故
防
止

■
東
大
和
警
察
署
〜
高
齢
者
の

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

平
成　

年
中
に
お
け
る
全
国

２６

の　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
交
通

６５
事
故
死
者
数
は
二
、
一
九
三
人

で
、
交
通
事
故
死
者
数
全
体
に

占
め
る
高
齢
者
の
割
合
は　

・
５３

３
％
と
高
い
割
合
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
は
、
自

宅
近
く
で
、
朝
夕
の
散
歩
や
通

院
、
買
い
物
な
ど
の
際
に
、
ま

た
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け

　

市
内
農
家
の
畑
で
さ
つ
ま
い

も
の
収
穫
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
で
小
学
生
以
上
の
方
（
未

就
学
児
は
保
護
者
同
伴
で
可
）

▽
日
時　
　

月
３
日
貍
午
前
９

１０

時　

分
か
ら
１
時
間
程
度
（
受

３０
付
は
８
時　

分
か
ら
）

５０

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延
、

翌
日
も
雨
の
場
合
は
中
止
。

▽
場
所　

蔵
敷
２
―　

―
１

６２３

（『
や
す
じ
ぃ
の
農
園
』
そ
ば
）

※
下
図
参
照

▽
定
員　
　

区
画
分
（
申
込
順
）

１００

▽
参
加
費
用　

１
区
画
あ
た
り

　

円
３００▽

申
込
方
法　

９
月　

日
貂
午

１５

前
８
時　

分
か
ら
電
話
ま
た
は

３０

窓
口
に
て
受
付
開
始
（
フ
ァ
ク

て
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
信
号
を
守
り
、
青
信
号
で
も

必
ず
左
右
の
安
全
を
確
認
し
て

か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

�
道
路
を
渡
る
と
き
は
、
遠
回

り
で
も
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し

ょ
う
。

�
近
所
や
通
り
慣
れ
た
道
で
も

油
断
せ
ず
、
外
出
し
た
ら
、
車

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
外
出

す
る
と
き
は
、
明
る
い
色
の
服

装
や
反
射
材
を
身
に
付
け
ま
し

ょ
う
。

【
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
】

　

車
を
運
転
す
る
時
は
、
高
齢

者
を
見
か
け
た
ら
徐
行
す
る
な

ど
「
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
」

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
東
大

和
警
察
署
�　

―　

―
０
１
１

０４２

５６６

０
ま
で
。

全国交通 
　安全運動 

秋の 

～子どもと高齢者の 
　　　　　　交通事故防止～ 

も
紹
介
し
ま
す
。

　

投
影
時
間
は　

分
程
で
す
。

４５

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
�　

―　

―
４
８

０４２

５６７

０
０
ま
で
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
身
近
な

問
題
・
課
題
を
話
し
合
い
、
学

び
合
い
、
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

平
成　

年
２
月
に
開
催
す
る
予

２８

定
で
す
。

▽
第
１
回
実
行
委
員
会　

９
月

　

日
貂
午
後
２
時
〜
４
時
／
場

２９所　

中
央
公
民
館

▽
参
考
（
前
回
の
つ
ど
い
、
お

■
自
然
観
察
会
「
空
堀
川
の
鳥

た
ち
」（
事
前
申
込
制
）

　

カ
ワ
セ
ミ
や
渡
っ
て
き
た
ば

か
り
の
カ
モ
な
ど
、
鳥
の
観
察

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
・
集
合　
　

月
４
日
豸

１０

午
前
９
時　

分
武
蔵
大
和
駅
下

３０

広
場
集
合

▽
観
察
地　

空
堀
川
（
清
水
大

橋
〜
高
木
橋
）

▽
案
内　

郷
土
博
物
館
職
員

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
双
眼

鏡■
企
画
展
示
関
連
講
演
会
「
法

隆
寺
金
堂
壁
画
模
写
」

　

博
物
館
の
企
画
展
示
「
吉
岡

堅
二
展
―
旅
の
記
憶
―
祈
り
の

か
た
ち
」
の
関
連
企
画
と
し
て

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

吉
岡
堅
二
を
リ
ー
ダ
ー
と
す

る
法
隆
寺
金
堂
壁
画
模
写
で
、

吉
岡
班
の
一
員
と
し
て
模
写
に

従
事
し
た
滝
沢
具
幸
氏
（
日
本

画
家
）
に
当
時
の
様
子
な
ど
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
（
申
込

不
要
）。

▽
開
催
日
時　
　

月　

日
豸
午

１０

１１

後
２
時
〜
３
時　

分
３０

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
企
画
展

示
室

▽
企
画
展
示
の
期
間　

９
月　
１９

日
貍
〜　

月　

日
豸

１０

２５

郷
土
博
物
館
か
ら
の 

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ 

 

■
秋
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
９
月　
２０

日
豸
か
ら
秋
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
番
組
が
始
ま
り
ま
す
。

　

曜
日
や
時
間
に
よ
っ
て
、
投

影
内
容
が
異
な
り
ま
す
（
下
表

参
照
）。
ど
の
番
組
の
投
影
に

も
星
座
解
説
が
あ
り
ま
す
の
で
、

メ
ガ
ス
タ
ー
の
星
空
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
投
影
途
中
で
の
入
退

場
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
投
影
期
間　

９
月　

日
豸
〜

２０

　

月
６
日
豸
（
休
館
日
は
除
く
）

１２▽
観
覧
料　

大
人　

円
、
小
・

２００

中
学
生　

円
１００

◎
こ
ど
も
番
組
「
ち
び
ま
る
子

ち
ゃ
ん
〜
星
に
ね
が
い
を
」

　

夏
番
組
で
ご
好
評
い
た
だ
い

た
同
番
組
を
引
き
続
き
、
こ
ど

も
番
組
と
し
て
投
影
し
ま
す
。

　

投
影
時
間
は　

分
程
で
す
。

４５

◎
特
別
番
組
「
ハ
ヤ
ブ
サ
・
バ

ッ
ク
・
ト
ゥ
ー
・
ジ
・
ア
ー
ス

（
帰
還
編
）」

　

小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
か
ら
数
々

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
地
球
に

帰
還
し
た
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」

の
旅
を
振
り
返
り
ま
す
。
小
惑

星
に
向
か
っ
て
航
行
中
の
探
査

機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
に
つ
い
て

も
紹
介
し
ま
す
。

　

投
影
時
間
は　

分
程
で
す
。

４５

◎
秋
番
組
「
キ
ロ
ボ
と
ミ
ラ
タ

〜
ロ
ボ
ッ
ト
宇
宙
飛
行
士
た
ち

の
挑
戦
」

　

ロ
ボ
ッ
ト
宇
宙
飛
行
士
キ
ロ

ボ
と
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
紹
介
す
る
ほ
か
、
キ

ロ
ボ
と
若
田
さ
ん
の
会
話
実
験

「
公
民
館
の
つ
ど
い
」 

実
行
委
員
募
集

月の写真パネル展 9月 27日の中秋の名月にちなんで、玉川上水駅北側にある東大和市ふれあい広場において、月の写真のパネル展示を行
っています。期間は 9月 30日（水）まで、時間は正午～午後 6時です／問合せ　企画課・内線 1425まで

た
め
し
講
座
）　

片
付
け
収
納

術
、
健
康
い
き
い
き
体
操
、
女

子
力
ア
ッ
プ
！
ネ
イ
ル
体
験

※
保
育
に
つ
い
て
は
、
別
途
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み　

中
央
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
１
ま
で
。

５６４

ス
は
不
可
）。

▽
申
込
期
限　

９
月　

日
貂

２９

※
そ
の
他
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
２
ま
で
。

　

福
島
県
喜
多
方
市
山
都
町
で

「
新
そ
ば
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
全
国
的
に
も
有
名
な

山
都
そ
ば
。
そ
の
中
で
も
一
番

美
味
し
い
と
い
わ
れ
る
新
そ
ば

を
食
べ
に
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日
貍
午
前　

１０

１７

１０

時
〜
午
後
４
時
、　

月　

日
豸

１０

１８

芋窪三 

やすじぃの農園 
体験会場 

広場 

東大和七小北 

芋
窪
街
道 

入
口 

午
前　

時
〜
午
後
３
時
ま
で

１０

▽
場
所　

喜
多
方
市
山
都
み
ち

く
さ
通
り

▽
料
金　

一
杯　

円
か
ら

６００

※
チ
ケ
ッ
ト
制
（
当
日
販
売
）

▽
問
合
せ　

喜
多
方
市
山
都
総

合
支
所
産
業
課
�
０
２
４
１
―

　

―
３
８
３
１

３８※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
喜
多
方
観
光
物
産
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.kitakata-kanko.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

に
よ
る
競
技
で
す
。
自
由
種
目

は
、
対
象
者
が
当
日
受
付
を
す

れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。
市
内
小

・
中
学
校
か
ら
代
表
を
集
め
、小

・
中
学
生
リ
レ
ー
も
行
い
ま
す
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

運
動
会
と
並
行
し
て
幅
広
い

世
代
の
方
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
ス
ポ
ー
ツ
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

◎
イ
ベ
ン
ト
・
抽
選
会

　

運
動
会
の
お
昼
休
み
に
は
市

内
団
体
に
よ
る
太
鼓
演
奏
や
チ

ア
ダ
ン
ス
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
会
の
最
後
に
は

豪
華
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
も

行
い
ま
す
（
抽
選
会
の
参
加
申

込
み
は
午
後
１
時
ま
で
で
す
）。

ご
家
族
ご
友
人
な
ど
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
社
会

教
育
課
・
内
線
１
５
５
２
ま
で
。

　

９
月　

日
豸
に
行
わ
れ
る
、

２７

第　

回
ふ
れ
あ
い
市
民
運
動
会

４５
で
は
、
事
前
申
込
種
目
と
自
由

種
目
を
行
い
ま
す（
詳
し
く
は
、

市
報
８
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）。事
前
申
込
種
目
は
事
前

に
参
加
申
込
を
し
て
い
る
団
体

さ
つ
ま
い
も 

　
　

掘
り
体
験 

友好都市 
　　イベント情報 

第32回 

山都 
　新そばまつり 

プラネタリウム秋番組投影時間と内容

午後3時午後1時午前11時

キロボとミラタ平日

キロボとミラタハヤブサちびまる子ちゃん土・日曜日
祝日

※9月19日（土曜日）はすべてお月見投影になります。

第
　
回 

ふ
れ
あ
い 

　
　

市
民
運
動
会 

４５ 

　

元
東
大
和
市
議
会
議
員
で
あ

る
故
木
下
光
雄
氏
は
、
平
成　
２７

年
６
月　

日
付
で
、
従
六
位
に

１９

叙
さ
れ
、
旭
日
双
光
章
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

木
下
氏
は
、
平
成
３
年
５
月

に
市
議
会
議
員
と
な
り
、
平
成

故
木
下
光
雄
氏 

元
東
大
和
市
議
会
議
員 

従
六
位
及
び 

　

旭
日
双
光
章
を 

　
　
　
　
　
受
章 

　

年
４
月
ま
で
の
４
期　

年
に

１９

１６

わ
た
り
、
議
員
と
し
て
、
地
方

自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
た
び
の
叙
位
及
び
叙
勲

は
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代）
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

2 0 1 5 ・ 9 ・ 1 5�

で
き
ま
せ
ん
。

▽
運
行
日　

元
日
を
除
く
毎
日

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ち
ょ
こ
バ
ス
ご
利
用
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
案

内
は
市
役
所
、市
民
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
停
ご
と
の
時
刻
表
及
び
乗

継
時
刻
確
認
用
の
時
刻
表
を
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
５
６
ま
で
。

　

「
ち
ょ
こ
バ
ス
」
は
、
循
環

ル
ー
ト
と
往
復
ル
ー
ト
の
２
ル

ー
ト
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

便
利
な
ち
ょ
こ
バ
ス
を
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
特
徴

�
両
ル
ー
ト
と
も
起
点
・
終
点

の
東
大
和
市
役
所
バ
ス
停
で
乗

り
継
ぎ
が
で
き
、
乗
継
先
の
バ

ス
運
賃
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

�
定
時
刻
発
（
１
時
間
に
１
本
）

の
ダ
イ
ヤ
で
す
。

�
往
復
ル
ー
ト
は
、
東
大
和
市

駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
乗
り
入

れ
て
い
ま
す
。

�
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
利
用
が
で
き

ま
す
。

▽
運
賃

�
大
人：

現
金　

円
（
Ｉ
Ｃ
カ

１８０

ー
ド：
　

円
）

１７５

�
小
人：
現
金　

円
（
Ｉ
Ｃ
カ

９０

ー
ド：

　

円
）

８８

※
未
就
学
児
は
無
料
で
す
。

※
お
得
な
回
数
券
（　

円
券
×

９０

　

枚
。
二
、
〇
〇
〇
円
）
を
車

２５内
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

※
障
害
者
割
引
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
利
用

　

高
齢
者
住
宅
の
管
理
人
用
住

宅
に
住
み
な
が
ら
、
住
民
の
高

齢
者
の
方
々
の
安
否
確
認
や
生

活
団
ら
ん
室
の
管
理
等
を
行
う

管
理
人
１
人
（
平
成　

年　

月

２７

１２

入
居
予
定
）
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

東
京
都
施
行
型

都
民
住
宅
の
申
込
資
格
（
次
の

①
〜
④
）
に
適
合
す
る
方

①
東
京
都
内
に
居
住
し
て
い
る

　

歳
以
上
の
方

２０②
同
居
親
族
が
い
る
こ
と
（
単

身
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
）

③
世
帯
の
所
得
が
応
募
資
格
基

準
内
で
あ
る
こ
と

④
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の

住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

（
自
家
所
有
者
や
都
民
住
宅
な

ど
一
部
の
賃
貸
住
宅
に
居
住
し

て
い
る
方
は
、
お
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん
）

▽
報
酬
等　

委
託
料
及
び
家
賃

相
当
額

▽
募
集
要
領
の
配
布
及
び
応
募

受
付
の
日
時
・
場
所　

９
月　
３０

日
貉
ま
で
の
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
の
間
、
高
齢
介
護
課

（
市
役
所
２
階
）
で
配
布
・
受
付

を
行
い
ま
す
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

ー
ビ
ス　

１
回
に
つ
き　

円
５４

▽
問
合
せ　

み
の
り
福
祉
園
�

　

―　

―
１
３
８
１
、
フ
ァ
ク

０４２

５６４

ス　

―　

―
１
３
８
２
ま
で
。

０４２

５６４

　

運
動
、
栄
養
、
お
口
（
口
腔
）

の
機
能
に
つ
い
て
、
高
齢
期
の

健
康
維
持
に
必
要
な
知
識
や
具

体
的
方
法
を
身
に
付
け
ら
れ
ま

す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
練
習
も

行
う
、
運
動
が
中
心
の
教
室
で

す
。
介
護
予
防
を
元
気
な
う
ち

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以

６５

上
の
方
（
要
支
援
、
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
全
て
の

回
に
参
加
で
き
る
方
を
優
先
）

▽
期
日　
　

月　

日
・　

日
、

１０

２０

２７

　

月　

日
・　

日
・　

日
、　

１１

１０

１７

２４

１２

月
１
日
・
８
日
・　

日
。
全
て

１５

火
曜
日
。

▽
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

１０

１１

３０

分
（
９
時　

分
受
付
開
始
）

３０

▽
場
所　

奈
良
橋
市
民
セ
ン

タ
ー

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

▽
講
師　

健
康
運
動
指
導
士
、

管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
等

▽
費
用　

無
料

▽
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
水
分
補

給
用
の
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、

メ
ガ
ネ
（
必
要
な
方
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月
２
日
貊

１０

▽
申
込
み　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
９
ま
で
。

◎
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　

市
で
は
、
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
の
総
括
な
ど
を
行
う

た
め
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

９
月　

日
貂
午
後
７

２９

時
か
ら

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
７

・
８
会
議
室

▽
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
（
当

１０

日
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
１
ま
で
。

　
　
　
　
　

を 
ご
利
用
く
だ
さ
い 
ち
ょ
こ
バ
ス 
ち
ょ
こ
バ
ス

ち
ょ
こ
バ
ス 
ち
ょ
こ
バ
ス 

ちょこバスルート案内図 
（平成27年2月23日改正） 

玉川上水駅 

市民体育館 

東大和市駅 

東大和病院 

中北台 

東大和八小北 

いちょう通り 

都立東大和高校南 

芝中団地中央 

みのり福祉園北 

東大和市役所 

東大和市役所入口 

東大和公園入口 
清水一丁目 

武蔵大和駅入口 
やまと苑 

奈良橋市民センター 

奈良橋川 

二ツ池公園 

湖畔集会所 

湖畔 狭山一丁目 

郷土博物館入口 
（八幡神社・狭山緑地下） 

多摩湖堤防下 
（狭山保育園入口） 

消防署 

東大和病院北 東大和六小北 

上砂台 江戸街道 

清水六丁目 清水大橋 

庚申街道 

清水集会所 

東大和四中南 

上北台駅 

上北台団地東 

東大和グリーンタウン 

ハミングホール北 

ハミングホール 

南街 

南街入口 

南街四丁目 

都営向原アパート 

仲原四丁目 

仲原三丁目 

中央二丁目 

芝中団地北 
八幡通り 

  清水観音堂 
（郷土美術園） 

 循環ルート 
（内回り・外回り） 
 往復ルート 

凡　例 

　

東
大
和
警
察
署
管
内
に
お
け

る
全
刑
法
犯
の
う
ち
、
約
３
割

が
自
転
車
の
盗
難
被
害
で
あ
り
、

自
転
車
盗
は
最
も
市
民
の
身
近

で
発
生
す
る
犯
罪
で
す
。
盗
難

被
害
に
あ
っ
た
自
転
車
の
状
況

を
み
る
と
、
施
錠
さ
れ
た
自
転

車
が
約　

％
、
無
施
錠
の
自
転

３０

車
が
約　

％
と
、
施
錠
さ
れ
た

７０

自
転
車
で
あ
っ
て
も
盗
難
に
あ

っ
て
い
る
状
況
で
す
。
被
害
場

所
の
多
く
は
駅
、
大
型
店
舗
な

ど
の
駐
輪
場
で
す
が
、
自
宅
の

敷
地
内
に
置
い
た
自
転
車
が
盗

難
に
あ
う
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

ま
す
。
自
転
車
は
重
要
な
交
通

手
段
で
あ
り
、
大
事
な
財
産
で

　

み
の
り
福
祉
園
で
は
、
在
宅

で
身
体
に
障
害
が
あ
る
方
々
に
、

社
会
適
応
訓
練
・
創
作
的
活
動

・
機
能
訓
練
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
自
立
と
社
会
参
加
を

促
進
し
、
よ
り
豊
か
な
生
活
が

送
れ
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
専
門
の
講
師
や
理
学
療

法
士
に
よ
る
指
導
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
随
時
見
学
も
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以

１８

上
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方

▽
場
所　

み
の
り
福
祉
園

▽
定
員　

各
講
座　

人
（
日
常

１５

生
活
訓
練
は　

人
）

１０

▽
費
用　

提
供
を
受
け
る
サ
ー

ビ
ス
１
回
に
つ
き　

円
４６

※
材
料
費
等
は
自
己
負
担
で
す
。

▽
タ
ク
シ
ー
等
に
よ
る
送
迎
サ

◎
み
の
り
福
祉
園 

地
域
活
動 

　

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業 

は
つ
ら
つ
倶
楽
部 

介
護
予
防
教
室 

自
転
車
の 

　

盗
難
被
害
に 

　
あ
わ
な
い
た
め
に 

す
。「
た
か
が
自
転
車
」
と
思
わ

ず
、
盗
難
を
防
止
す
る
た
め
に

次
の
こ
と
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

�
自
転
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、

わ
ず
か
な
時
間
で
も
必
ず
鍵
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

�
自
宅
の
敷
地
内
で
も
、
確
実

な
施
錠
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

�
ワ
イ
ヤ
ー
錠
や
Ｕ
字
ロ
ッ
ク

で
二
重
に
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
�

　

―　

―
０
１
１
０
ま
で
。

０４２

５６６

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
及
び
耐
震
改
修
に
対
す
る

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
、
診
断
・
改
修
を
実

施
す
る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
の 

耐
震
診
断
・
改
修
の 

　
　
　
　
助
成
制
度 

【
耐
震
診
断
の
助
成
】

▽
対
象　

昭
和　

年
５
月　

日

５６

３１

以
前
に
着
工
さ
れ
た
市
内
に
あ

る
木
造
２
階
建
て
以
下
の
戸
建

て
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

▽
診
断
機
関　

東
京
都
建
築
士

事
務
所
協
会
立
川
支
部
に
所
属

す
る
建
築
士
事
務
所
、
東
京
都

の
登
録
耐
震
診
断
事
務
所

▽
助
成
額　

耐
震
診
断
費
用
の

３
分
の
１
（
限
度
額
５
万
円
）

【
耐
震
改
修
の
助
成
】

▽
対
象　

市
の
耐
震
診
断
の
助

成
制
度
を
受
け
て
診
断
し
た
結

果
、
耐
震
改
修
が
必
要
と
認
め

ら
れ
た
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

▽
工
事
監
理　

診
断
機
関
に
よ

る
工
事
監
理
が
必
要
で
す
。

▽
助
成
額　

耐
震
改
修
費
用
の

３
分
の
１
（
限
度
額　

万
円
）

３０

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
６
１
ま
で
。

地域活動支援センター事業 サービスの内容

実施日時講座名実施日時等講座名

第 1・3 金曜日
午後 1 時～ 4 時手　話第 4 金曜日

午前 9 時～正午料　理社
会
適
応

訓　
　

練 第 1・2・4 水曜日
午後 1 時～ 4 時点　字第 2・4 金曜日

午後 1 時～ 4 時国　語

第 1・3 火曜日
午前 9 時～正午書　道第 1・3 火曜日

午後 1 時～ 4 時歌　謡

創
作
的
活
動

第 1・2・3・4 水曜日
午前 9 時～正午陶　芸第 2・4 火曜日

午前 9 時～正午華　道

第 1・2・3・4 月曜日
午前 9 時～正午木　彫

第 2・4 火曜日　午後 1 時～ 4 時
歌を歌ったり表現遊び等で体を動かして楽しみます。いきいき

毎週木曜日　午後 1 時～ 4 時
理学療法士による集団での訓練です。
※年に 1 回、主治医の意見書が必要です。

日常生活
訓　　練

機
能

訓
練

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
向
原 

高
齢
者
住
宅
の 

　

管
理
人
を 

　
　
　

募
集
し
ま
す 
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■
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
計
測

　

０
歳
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
／

　

月
１
日
貅
午
前
９
時　

分
〜

１０

３０

　

時
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン

１１タ
ー
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／　

月
７
日
貉
午
後
１

１０

時　

分
〜
３
時
／
場
所　

市
立

３０
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込

２０

順
。
９
月　

日
貉
か
ら
受
付
を

１６

開
始
し
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で
も
受
け

付
け
ま
す
）
／
離
乳
食
の
進
め

方
・
作
り
方
の
話
、
試
食
（
保

護
者
の
み
）
／
母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具
、
お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た

は
だ
っ
こ
ひ
も

■
幼
児
食
講
習
会

　

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
の
幼
児

の
保
護
者
／　

月
８
日
貅
午
前

１０

９
時　

分
〜
正
午
／
場
所　

市

３０

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申

２０

込
順
。
９
月　

日
貉
か
ら
受
付

１６

を
開
始
し
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で
も
受

け
付
け
ま
す
）
／
保
育
室
有
り

（　

人
。
申
込
順
）
／
食
育
講

１５
話
、
調
理
実
習
、
試
食
／
母
子

健
康
手
帳
、エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

筆
記
用
具

■
育
児
相
談
会
〜
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

及
び
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱

え
て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
）
／
９
月

　

日
貅
午
前
９
時　

分
〜　

時

２４

３０

１１

／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
交

換
や
作
業
療
法
士
に
よ
る
遊
び

方
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ

ま
す
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
「
健

康
の
決
め
手
は
筋
肉
で
す
」

　

筋
力
を
保
つ
こ
と
で
、
病
気

や
け
が
か
ら
身
体
を
守
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

概
ね　

歳
未
満
の
方
／
日
時

６５

・
内
容
・
講
師
等　

左
表
の
と

お
り
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
／　

人
程
度
（
申
込
順
）

２０

■
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演

会
〜
「
う
つ
病
」
に
な
る
と
い

う
こ
と

　

う
つ
病
は
誰
に
で
も
か
か
る

可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。

　

あ
な
た
や
あ
な
た
の
身
近
な

人
に
、
い
つ
も
と
違
う
様
子
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
し
か
す
る

と
、
そ
れ
は
う
つ
病
の
サ
イ
ン

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

病
気
や
症
状
を
正
し
く
理
解

し
、
早
め
に
対
処
す
る
方
法
を

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。　

　
　

月　

日
貊
午
後
２
時
〜

１０

３０

４
時
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
／　

人
程
度
（
申
込
順
）

３０

／
講
師　

山
手
威
人
氏
（
東
大

和
市
医
師
会
）

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
に
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
及
び
そ
の
家
族
／　

月
７

１０

日
貉
午
前　

時
〜
正
午
（
事
前

１０

申
込
制
）
／
場
所　

市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
／
専
門
の
医
師
に
よ

る
相
談

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
下
水
道
使
用
料
審
議
会

　

市
で
は
、
下
水
道
使
用
料
の

改
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、

第
５
回
東
大
和
市
下
水
道
使
用

料
審
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

９
月　

日
貊
午
後
２
時　

分

２５

３０

か
ら
／
場
所　

市
役
所
会
議
棟

第
８
会
議
室
／
傍
聴
者
の
定
員

５
人
（
先
着
順
）
／
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
／
下

水
道
課
・
内
線
１
２
３
１
ま
で
。

□
介
護
家
族
の
会
「
し
ゃ
ぼ
ん

玉
」（
ま
め
の
会
）
／
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
方
、
経
験
者
等

／
９
月　

日
午
前　

時
〜　

時

２０

１０

１１

　

分
／
■場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

４５ど
う
ま
め
／　

人
位
／
介
護
の

１０

悩
み
を
話
し
た
り
、
情
報
交
換

な
ど
／
認
知
症
の
ご
家
族
と
同

伴
で
も
可
／
■費
 
　

円
（
お
茶
代

１００

等
）
／
■問
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

ど
う
ま
め　

―　

―
９
７
７
８

０４２

５６５

□
地
域
交
流
の
場
「
ま
め
家
」

（
ま
め
の
会
）
／
市
民
の
方
／

９
月　

日
・　

月
４
日
午
後
１

２０

１０

時　

分
〜
４
時
／
■場
デ
イ
サ
ー

３０
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
／　

人
位

１０

／
地
域
の
方
と
お
茶
を
飲
ん
で

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。
時

間
内
で
自
由
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
／
■費
 
　

円（
お
茶
代
等
）

２００

／
■問
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う

ま
め　

―　

―
９
７
７
８

０４２

５６５

□
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
（
南
街
マ

ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
）
／　

月
３
日

１０

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分
／

３０

３０

■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／　

人
／

２００

ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
楽
し
い
マ
ジ

ッ
ク
（
お
み
や
げ
有
り
）
／
■講
 

尾
亦
国
男
／
■問
 

川
村　

―　

―

０４２

５６１

３
２
９
７

□
講
演
会
「
地
域
で
の
障
害
当

事
者
の
役
割
」（
東
大
和
武
蔵
村

山
社
会
福
祉
士
会
）
／　

月
３

１０

日
午
後
２
時
〜
４
時　

分
／
■場

３０

中
央
公
民
館
／　

人
（
当
日
受

４０

付
順
）
／
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー

の
活
動
を
通
し
て
の
講
演
会
／

■講
 

海
老
原
宏
美
／
■問
 

田
村　

―
０９０

４
８
４
３
―
２
６
７
７

□
地
域
交
流
会
「
第
三
み
ん
な

の
家
に
行
っ
て
み
る　

」（
第
三

Day

み
ん
な
の
家
）
／
市
民
の
方
／

　

月
４
日
午
前　

時
〜
午
後
２

１０

１０

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

病院？救急車？迷ったら �「＃ 7119」～救急相談センターへ！～／問合せ　北多摩西部消防署 � 042 － 565 － 0119へ

時
／
■場
第
三
み
ん
な
の
家
／
作

品
販
売
、
イ
ベ
ン
ト
、
模
擬
店
、

喫
茶
、
バ
ザ
ー
／
バ
ザ
ー
品
も

募
集
し
て
い
ま
す
／
■問
 

第
三
み

ん
な
の
家　

―　

―
８
７
７
６

０４２

５６２

□
東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操

と
歌
の
ひ
ろ
ば
（
介
護
予
防
リ

ー
ダ
ー
会
）
／　

月
６
日
午
後

１０

１
時　

分
〜
４
時
／
■場
ハ
ミ
ン

３０

グ
ホ
ー
ル
／
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体

操
と
み
ん
な
と
歌
う
つ
ど
い
。

ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
の
演
奏
有

り
／
■費
 
　

円
（
参
加
費
）
／
動

１００

き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
／
■問
 

後
藤　

―　

―
９
５

０４２

５６２

５
８

□
シ
ニ
ア
健
康
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
）／

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方
／

６０

　

月　

日
午
前　

時
〜
午
後
５

１０

２５

１１

時
／
■場
都
立
東
大
和
南
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
／　

人
（
申
込
順
）

５０

／
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
懇
親
大
会

／
■持
 

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ

ッ
ト
／
■申
 
　

月　

日
ま
で
に
貴

１０

１６

島　

―　

―
１
８
５
７
へ
。

０４２

５１１

□
ヨ
ー
ガ
会
員
募
集
（
の
び
の

び
ヨ
ー
ガ
）
／
毎
週
金
曜
日
午

前
９
時　

分
〜　

時
／
■場
市
民

３０

１１

体
育
館
／
■入
 
　

円
／
■月
 

二
千
五

５００

百
円
／
■問
 

森
藤　

―　

―
９
３

０４２

５６２

１
３

□
水
道
局
を
装
っ
た
悪
質
な
訪

問
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

水
道
局
で
は
、
水
道
料
金
な

ど
の
集
金
、
宅
地
内
の
漏
水
修

理
、
給
水
管
・
排
水
管
の
清
掃
、

口
座
情
報
の
聞
き
出
し
、
浄
水

器
な
ど
の
販
売
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
少
し
で
も
不
審
に
思
わ

れ
た
ら
、
身
分
証
の
提
示
を
求

め
、
宅
地
内
で
勝
手
に
作
業
さ

せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に

契
約
や
支
払
い
は
せ
ず
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
／
東
京
都
水
道
局

多
摩
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
０
５

７
０
―　

―　

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

０９１

１０１

ル
）
ま
た
は　

―　

―
５
１
１

０４２

５４８

０
へ
。

□
不
動
産
無
料
相
談
会
（
東
京

都
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
立
川

支
部
）
／
９
月　

日
午
前　

時

２３

１０

〜
午
後
４
時
／
■場
立
川
高
島
屋

１
階
正
面
入
口
／
相
続
・
法
律

・
税
務
・
賃
貸
・
売
買
な
ど
不

動
産
や
建
築
に
関
す
る
相
談
会

で
す
／
■問
 

東
京
都
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
立
川
支
部　

―　

―

０４２

５４８

１
２
５
１

□
公
正
証
書
の
作
成
に
関
す
る

無
料
相
談
〜　

月
１
日
か
ら
７

１０

日
ま
で
は
公
証
週
間
で
す
（
立

川
公
証
役
場
）
／　

月
１
日
〜

１０

７
日
午
後
１
時
〜
４
時（
土
・
日

曜
日
は
除
く
）
／
■場
立
川
公
証

役
場
／
事
前
予
約
制
／
■申
 

立
川

公
証
役
場　

―　

―
１
２
７
９

０４２

５２４

□
在
宅
医
療
・
介
護
に
役
立
つ

市
民
講
座
（
国
立
精
神
・
神
経

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
）
／

　

月　

日
貍
／
①
午
前　

時
〜

１０

１７

１０

　

時　

分：

「
自
宅
で
で
き
る
！

１１

１０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
対
策
」
②
午
前　

時　

分

１１

２０

〜
午
後
０
時　

分：

「
今
日
か
ら

２０

で
き
る
！
知
っ
て
お
き
た
い
食

事
介
助
の
基
本
」
③
午
後
１
時

　

分
〜
２
時　

分：

「
神
経
筋
疾

２０

５０

患
を
持
つ
方
の
災
害
へ
の
備
え
」

④
午
後
３
時
〜
４
時：

「
知
っ
て

お
き
た
い
心
の
健
康
ア
ッ
プ
法
」

／
■場
同
病
院
教
育
研
修
棟
／
■講
 

専
門
・
認
定
看
護
師
／
■申
 
　

月
１０

９
日
ま
で
に
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

所
属
、希
望
の
講
座
名
、電
話
番

号
を
記
入
し
、フ
ァ
ク
ス（　

―
０４２

　

―
２
０
１
２
）ま
た
は
メ
ー
ル

３４６（sk
an
g
o@
n
cn
p
.g
o.jp

）
へ
／

■問
 

同
病
院　

―　

―
２
７
１
１

０４２

３４１

□
学
校
公
開
（
都
立
羽
村
特
別

支
援
学
校
）
／　

月　

日
午
前

１０

２８

９
時　

分
〜
正
午
／
■場
都
立
羽

１５

村
特
別
支
援
学
校
／
授
業
公

開
、
学
部
説
明
会
／
■申
 
　

月　
１０

２１

日
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
（　

―　
０４２

５５５

―
３
８
５
３
）ま
た
は
電
話（　
０４２

―　

―
０
８
２
９
）
で
同
校
へ
。

５５４

　

９
月
の
診
療
日
及
び
担
当
歯

科
医
院
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
９
月　

日
豺
／
古
瀬
歯
科
医

２１

院
／
清
水
３
―　

―
９ 
ラ
・
ヴ

７９９

ィ
オ
ー
ル
１
階
（
�　

―　

―

０４２

５６５

４
１
８
９
）

�
９
月　

日
貉
／
さ
か
え
歯
科

２３

ク
リ
ニ
ッ
ク
／
南
街
５
―
７
―

８ 
栄
ビ
ル　

（
�　

―　

―
３

１０１

０４２

５６７

９
５
０
）

※
９
月　

日
貂
は
行
い
ま
せ
ん
。

２２

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
３０

〜
午
後
４
時

▽
持
ち
物　

保
険
証
（
乳
幼
児

医
療
証
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
受
診
前
に
、
必
ず
歯
科
医
療

機
関
に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
歯
科
医
療
機
関
に
よ

る
輪
番
制
な
の
で
、
毎
回
場
所

が
異
な
り
ま
す
。　

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

��������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������

祝
日
等
 

　

歯
科
応
急
診
療

持ち物等内容（講師）日時

筆記用具
医師の講話（鎌田浩子
氏）、骨密度測定（保健
師）

10月8日貅
午後1時30分～4時

筆記用具、エプロ
ン、三角巾

栄養講話と調理実習
（栄養士）

10月15日貅
午前9時30分

～午後0時30分

筆記用具、飲み物、
動きやすい服装

運動の実技と講話（運
動指導士）、お口の体
操（歯科衛生士）

10月22日貅
午後1時30分～4時

東
大
和
市
駅 

青
梅
街
道 

富士
見通
り 

南街
交番
 

さかえ歯科クリニック 

武
蔵
大
和
駅 

や
ま
も
も
通
り 

都立狭山公園 

武蔵大和駅前 
郵便局 

古瀬歯科医院 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

熱
中
症
は
、
気
温
が
あ
ま
り

高
く
な
く
て
も
発
生
し
ま
す
。

　

そ
の
多
く
は
急
に
気
温
が
上

が
っ
た
時
で
、
暑
さ
に
慣
れ
て

い
な
い
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
気
温
が　

℃ 
未
満
で

３０

も
湿
度
が
高
い
時
（　

％
以
上
）

７０

に
発
生
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

急
に
暑
く
な
っ
た
時
や
、
高

温
で
多
湿
な
時
（
蒸
し
暑
い
時
）

に
は
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

熱
中
症
に 

　
ご
注
意
く
だ
さ
い 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

食
欲
が
な
か
っ
た
り
夜
に
寝

苦
し
か
っ
た
り
。
そ
れ
っ
て
本

当
に
暑
さ
に
よ
る
も
の
で
す
か
。

　

こ
こ
ろ
の
体
温
計
で
は
、
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
自
分
や
身
近

な
家
族
の
こ
こ
ろ
の
状
態
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利

用
料
金
は
無
料
で
す
（
通
信
料

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

１
日
１
回
は
こ
こ
ろ
の
体
温
計
で 

　
　
　
　
　
　
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
！ 

携帯電話で上図のＱ
Ｒコードを読み取る
ことで利用できます。
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〈
一
般
書
〉

�
踏
切
事
故
は
な
ぜ
な
く
な

ら
な
い
か

　
　
　
　

安
部 
誠
治 
編
著

�
イ
タ
リ
ア
人
は
ピ
ッ
ツ
ァ

一
切
れ
で
も
盛
り
上
が
れ
る

　
　
　
　
　

田
島 
麻
美 
著

�
軍
艦
島
の
生
活
〈
１
９
５

２
／
１
９
７
０
〉

Ｎ
Ｐ
Ｏ
西
山
夘
三
記
念
す
ま

 
い
・
ま
ち
づ
く
り
文
庫 
編

�
シ
ン
ド
ラ
ー
に
救
わ
れ
た

少
年
   
レ
イ
ソ
ン , 
レ
オ
ン 
著

〈
児
童
書
〉

�
ス
プ
ー
ン
王
子
の
ぼ
う
け

ん　
　
　
　
 
竹
下 
文
子 
作

�
こ
の
あ
し
だ
あ
れ
？

     
ネ
イ
チ
ャ
ー
＆　
　
 

         
サ
イ
エ
ン
ス 
編

�
そ
ら
い
ろ
男
爵

         
ボ
ム , 
ジ
ル 
文

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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家庭血圧測定のすすめ　
　高血圧症は、生活習慣病のなかで最も頻
度の高い疾患であり、わが国では約４,０００
万人が 罹 患していると推定されています。

り

高血圧症は、脳卒中発症や過労死（ストレ
ス性昇圧反応による）の一番大きなリスク
であるため、若い年齢のうちから血圧の上
昇を管理することが重要と考えられます。
　血圧は絶えず変動しているため、高血圧
症の診断には正しい血圧測定が必要です。
正確な診断には、病院・医院や健康診断で
測る血圧（診察室血圧）と家庭で測る血圧
（診察外血圧）の両方の測定が必要です。
いつもは血圧が高くないはずなのに、診察
室で測ると高くなるような方は、ぜひ家庭
で血圧を測ってください。
　それでは、正しい家庭血圧の測り方のポ
イントを紹介します。血圧計の機器は、指、
手首、上腕とありますが、上腕での測定機
器を使用してください。指、手首の測定は、
生理的、解剖学的理由で問題点と誤差が生
じます。測定は座位で、カフ（上腕に巻く
帯状のもの）は心臓の高さ、測定は原則利
き腕でない方で測定してください。測定は、
起床後１時間以内で排尿後、食前、服薬前
で座位１～２分の安静後です。できれば、
就床前にも同様に測定してください。測定
回数は１回で良いのですが、２回測定して
平均値を求めても結構です。しかし、１回
目と２回目を連続して測ると、カフで上腕
の血液がうっ滞するため、２回目の血圧低
下傾向が出現するので、２～３分の間隔を
おいて測定してください。
　正しい測り方で、家庭血圧の平均が１３５
／８５mmHg以上の方は、医師の診察を受け
てください。市民の方が血圧に対する関心
が高まり、健康増進につながることを期待
しています。

公益社団法人東大和市医師会

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

■
道
路
等
と
私
有
地
と
の
境
界

の
確
認
を

　

市
道
や
水
路
等
と
私
有
地
と

の
境
界
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

家
の
建
替
え
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
築
造
等
の
際
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
境
界
を
確
認
し
て
か
ら
工

事
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
境
界
に
は
、
曲
が
り

角
ご
と
に
境
界
を
示
す
た
め
の

境
界
標
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト 
杭 
、

く
い

金
属
製
プ
レ
ー
ト
等
）
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
等
の
際
に
は
、
こ
れ
ら

を
動
か
し
た
り
、
壊
し
た
り
し

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
６
ま
で
。

■
北
多
摩
西
部
消
防
署
か
ら
〜

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
に
よ
る
火
災

を
防
ご
う

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
で
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
の
使
用
す
る
機
会
が
増

え
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
安
全

に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
器
具
が
不
安
定
な
状
態
で
使

用
し
な
い

○
使
用
時
は
そ
の
場
を
離
れ
な

い○
離
れ
る
際
は
必
ず
火
を
消
す

○
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
に
付
着
し

た
油
や
食
品
は
拭
き
取
り
、
燃

え
や
す
い
も
の
を
近
く
に
置
か

な
い

○
調
理
中
は
、
衣
服
の
袖
や
裾

に
燃
え
移
ら
な
い
よ
う
に
注
意

す
る

　

ま
た
、
次
の
取
扱
い
を
す
る

と
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
ボ
ン

ベ
に
熱
が
蓄
積
し
、
爆
発
す
る

恐
れ
が
あ
り
、大
変
危
険
で
す
。

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
二
台
以

上
並
べ
て
使
用
し
な
い

○
ボ
ン
ベ
の
横
に
風
よ
け
を
設

置
し
な
い

○
コ
ン
ロ
を
覆
う
よ
う
な
大
き

な
鍋
や
鉄
板
等
の
調
理
器
具
は

使
用
し
な
い

　

楽
し
い
思
い
出
と
な
る
よ
う

に
、
取
扱
い
を
適
切
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
�　

―　

―
０
１
１
９
へ
。

０４２

５６５

■
中
小
企
業
大
学
校
東
京
校
〜

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ .
Ｃ
ｏ . 
創
業
よ
ろ

ず
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

女
性
限
定
（
創
業
に
関
心
の

あ
る
方
、
創
業
を
目
指
し
て
い

る
方
、
顧
客
開
拓
に
苦
慮
し
て

い
る
中
小
企
業
の
経
営
者
）
／

９
月　

日
貉
・　

日
貉
／
午
前

１６

３０

９
時　

分
か
ら
、　

時
か
ら
、午

３０

１１

後
１
時
か
ら
、２
時　

分
か
ら
、

２０

３
時　

分
か
ら
（
１
回
１
時
間

４０

以
内
。
事
前
申
込
制
）
／
場
所

中
小
企
業
大
学
校
東
京
校
東
大

和
寮
３
階
／
創
業
支
援
者　

溝

口
暁
美
氏
／
申
込
方
法
等
の
詳

細
は
、「
中
小
機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
／
中
小
企
業
大
学
校
東
京

校
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
担
当
�

　

―　

―
１
１
９
５
へ
。

０４２

５６５

■
お
詫
び
と
訂
正

　

９
月
１
日
号
４
面
に
掲
載

し
ま
し
た　

歳
以
上
の
方
が

７０

市
内
の
浴
場
（
富
士
見
湯
・

神
明
湯
）
を
低
額
で
利
用
で

き
る
「
敬
老
の
日
」
の
日
に

ち
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

　
　

９
月　

日

（正）

２１

　
　

９
月　

日

（誤）

１５

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

※　

月
３
日
貍
は
、
市
役
所
本

１０
庁
舎
の
窓
口
を
臨
時
閉
庁
す
る

た
め
、
土
曜
収
納
窓
口
は
お
休

み
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
課

（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

������������������������������������

《今月の納期》 
　納期限　9月30日（水） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・国民健康保険税 第3期 

・介護保険料 第3期 

・後期高齢者医療保険料 第3期 

���������������������������������������������������
◎
事
業
資
金
融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

小
規
模
事
業
を
営
ん
で
い
る

方
、
新
た
に
事
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
方
に
対
す
る
事
業
資
金

の
融
資
に
つ
い
て
、
市
内
の
金

融
機
関
へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度

で
す
。
申
込
要
件
及
び
融
資
条

件
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金

融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

市
内
在
住
の
中
小
企
業
勤
労

者
に
対
す
る
生
活
資
金
の
融
資

に
つ
い
て
、
指
定
の
金
融
機
関

へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
で
す
。

▽
申
込
要
件　

①
市
内
に
１
年

以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ
と

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

③
資
金
の
使
途
が
適
切
で
返
済

能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

▽
融
資
額　

教
育
資
金
、
医
療

・
出
産
資
金
、
冠
婚
葬
祭
資
金

は　

万
円
以
内
。
住
宅
等
改
修

８０
資
金
は　

万
円
以
内

１００

▽
利
率　

年　

％
１.８

▽
返
済
期
間　

５
年
以
内

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
１
ま
で
。

融
資
あ
っ
せ
ん 

　
　
　
　  

制 

度 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

　〈事業資金融資の申込要件〉
法　　　人個　　　人

主たる事業所等を市内に有し、
1年以上事業を営んでいること

市内に1年以上居住し、都内で
1年以上事業を営んでいること居 住 等

20人以下（商業等は5人以下）であること従業員数
法人名義で完納申込者名義で完納市税の完納
代　表　者不　　　要保 証 人

東京信用保証協会の保証対象業種であること信用保証
※独立開業資金の場合は申込要件が若干異なるため、事前にお問い合わせください。

　〈事業資金融資の融資条件〉

独立開業資金不況対策
特別運転資金設備資金運転資金

500万円300万円700万円500万円限 度 額
5 年以内5 年以内7 年以内5 年以内償還期間

（注 ）小口事業資金2.1％、 特例小口零細企業資金1.9％利 率
50％70％50％50％利子補給

別途要件あり別途要件あり見積書が必要－そ の 他
（注）不況対策特別運転資金及び独立開業資金は、小口事業資金のみの制度です。

　

９
月
の
連
休
中
、
図
書
館
は

休
館
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
と

も
な
い
、
９
月　

日
〜　

日
は

２０

２４

桜
が
丘
図
書
館
の
返
却
ポ
ス
ト

を
閉
鎖
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
中
央
図
書
館
・
清
原
図

書
館
入
口
の
返
却
ポ
ス
ト
は
、

こ
の
期
間
中
も
利
用
で
き
ま
す
。

▽
返
却
ポ
ス
ト
の
閉
鎖
期
間

９
月　

日
豸
午
前　

時
〜　

日

２０

１０

２４

貅
午
前
９
時

▽
問
合
せ　

桜
が
丘
図
書
館
�

　

―　

―
２
２
３
１
ま
で
。

０４２

５６７

返
却
ポ
ス
ト
閉
鎖 

◎
桜
が
丘
図
書
館 
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■
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い

た
だ
く
と
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た

期
間
（
厚
生
年
金
等
の
加
入
期

間
を
含
む
）
と
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
た
期
間

が　

年
（　

月
）
以
上
あ
る
方

２５

３００

は
、　

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金

６５

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
年
金
額
を

少
し
で
も
多
く
受
給
し
た
い
方

は
、
国
民
年
金
保
険
料
と
あ
わ

せ
付
加
保
険
料
（
月
額　

円
）

４００

を
納
付
す
る
と
老
齢
基
礎
年
金

に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
支
給

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◎
納
付
額
と
受
給
額
の
例

　

付
加
保
険
料
を　

年
間
納
付

１０

し
た
場
合

�
付
加
保
険
料
の
納
付
額
＝　
４００

円
×　

月
×　

年
＝
四
万
八
、

１２

１０

〇
〇
〇
円

�
付
加
年
金
の
年
金
額
＝　

円
２００

×　

月
×　

年
＝
二
万
四
、
〇

１２

１０

〇
〇
円
（
年
額
）

〈
留
意
事
項
〉

　

付
加
保
険
料
の
納
付
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
申
出
書
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
国
民
年

金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、
付

加
保
険
料
を
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
特
別
障
害
給
付
金
制
度

　

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
に
、
障
害
基

礎
年
金
等
を
受
給
で
き
な
い
障

害
者
の
方
を
対
象
に
「
特
別
障

害
給
付
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象　

①
平
成
３
年
３
月
以

前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象

で
あ
っ
た
学
生
②
昭
和　

年
３

６１

月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入

対
象
で
あ
っ
た
厚
生
年
金
・
共

済
組
合
加
入
者
の
配
偶
者
。
前

記
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
の
う
ち
、
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間

内
に
初
診
日
（
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、

初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た

日
）
が
あ
り
、　

歳
に
達
す
る

６５

日
の
前
日
ま
で
に
障
害
基
礎
年

金
１
、
２
級
相
当
の
障
害
状
態

に
あ
る
方
。な
お
、原
則
と
し
て

　

歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で

６５に
請
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
支
給
額
等
（
平
成　

年
度
）

２７

障
害
基
礎
年
金
１
級
相
当
に
該

当
す
る
方
は
月
額
五
万
一
、
〇

五
〇
円
。
障
害
基
礎
年
金
２
級

相
当
に
該
当
す
る
方
は
月
額
四

万
〇
、
八
四
〇
円

※
支
給
額
は
毎
年
度
、
物
価
の

変
動
に
応
じ
て
改
定
さ
れ
ま
す
。

※
本
人
が
他
の
年
金
を
受
給
し

て
い
る
場
合
や
、
本
人
の
所
得

に
よ
っ
て
は
支
給
が
調
整
（
停

止
）
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
給
付
金
は
請
求
の
あ
っ
た
月

の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
方

は
、
申
請
に
よ
り
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号

０
５
７
０
―　

―
１
１
６
５

０５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
）

：

午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
１５

※
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

�
第
２
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

：

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

 

●東大和市民会館ハミングホ
ール開館１５周年記念　立川志
の輔独演会

　１２月１２日 貍午後２時開演
（午後１時３０分開場）／大ホ
ール　全席指定 ／ 一般３,８００円
（友の会３,４００円）／未就学児
の入場はご遠慮ください／友
の会の先行予約は１０月 ６ 日 貂
～８ 日 貅 に行います（電話予約

新規に発売する自主事業

のみ）。一般販売は１０月 ９ 日 貊
から電話予約の受付を、１０月
１０日貍から窓口での販売を
開始します。

 

●親子向け鑑賞会　アラカル
トコンサート～からだいっぱ
い音楽を楽しもう！～
　１１月１５日豸午前１１時開演
／小ホール　全席自由／大人
１,０００円、３歳～中学生５００円。
３歳未満のひざ上鑑賞は無料。
●ハミング・ザ・シネマ～ワ
ンコインで名画はいかがです
か？
①嵐を呼ぶ男②伊豆の踊子
　１１月２８日 貍 ① 午前１１時開演
②午後２時開演／小ホール
全席自由（全入替制）／各回
５００円
●きりく・ハンドベルアンサ
ンブル　クリスマスコンサー
ト２０１５～清らかな歌声をのせ
て～
　１１月２９日 豸午後３時開演
／大ホール　全席指定／大人

チケット発売中の自主事業

２,５００円、学生（小学生～高校
生）１,５００円

 

●Sentimental Jour ney～ 心
の旅…美しい音楽と共に～
　９ 月 ３０ 日貉正午開演／ 入場
無料

 

　市民を対象とした調整会議
は１０月１日貅午後１時３０分か
ら事務室で行います。

ロビーコンサート

１０月の施設利用の申込み

�

�

�

�

�����������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

申込対象月施設名
平成２８年１０月大・小ホール
平成２８年４月その他の施設

全国中学校総合文化祭　
　８月20日・21日と二日間にわたり「全国中
学校総合文化祭」が調布市で開催されました。
今年15回を迎えるこの大会で東京都が会場と
なるのは８年ぶりだそうです。東大和市では、
一中の吹奏楽部が舞台部門に出演し、三中の生
徒による美術作品が展示部門に出品されるとの
ことで、とても楽しみに出かけました。
　舞台部門では、郷土芸能、演劇、テレビ番組、
ラジオ番組、合唱、吹奏楽、ハンドベル、チア
リーディングなどが会場を２つ使って上演され
ました。各大会やコンテスト等で金賞を受賞す
るような中学校の発表とあって、さすがレベル
が高く見応えがありました。千葉県の中学校の
演劇などは演技力、歌唱力、演出もすばらしく、
 緞 帳が下りても拍手が鳴りやまないほどでした。
どん

　展示部門では、美術・工芸、書写、技術・家
庭、新聞、写真、科学、文芸など多くの作品が
出品されていました。見事な出来映えに時間を
忘れて見入ってしまいました。その中で三中の
生徒のデザイン画を見つけた時は感動しました。
　一中吹奏楽部は演奏後のインタビューで「東
大和市は緑豊かでお茶の美味しいところで。」と
紹介していました。また演奏だけでなくスタッ
フとして大会運営にも携わりました。東京都代
表として立派に活躍している様子に嬉しくなり
ました。このような大会でのスタッフ業務は、
なかなか得難い経験です。生徒たちには外の世
界を知るきっかけとなり、とても良い刺激にな
ったのではないでしょうか。
　閉会式では、東京都中学校文化連盟会長から
来年度の会場となる大分県が紹介され、出演し
た生徒全員で「ふるさと」の大合唱がありまし
た。会場一杯にひろがる歌声に力をもらったの
は私だけではないと思います。次に東京都が会
場になったときは、またぜひ鑑賞したいと思い
ました。素敵な時間を過ごせること間違いなし
です。その時はご一緒しませんか。

　（市民記者　森脇千春）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

�古紙含有率 70％再生紙を使用しています

国
民
年
金 

だ

よ

り

観光キャラクター“うまべぇ”の出没情報　
�北看祭
　 9月 20日豸午後 1 時～ 2 時／都立北多摩看護専門学校
�スイーツウォーキング（西コース）
　 9月 26日貍午後 0 時 30分～ 4 時／多摩
　モノレール上北台駅（ゴール地点）
�ふれあい市民運動会
　 9月 27日豸午前 11時～午後 1  時 ／ 上仲原公園
�問合せ　産業振興課・内線 1074 まで。


